
地域の未来をデザインする
～農村RMO伴走支援の手法～

持続可能な地域社会総合研究所 新田直人



自己紹介

➢ 農林水産省職員。

➢ 2021年まで、岡山県真庭市で勤務。スマート農業、ジビエカー、Greenable HIRUZEN
の立ち上げなどに携わる。

➢ 2023年1月から（一社）持続可能な地域社会総合研究所（島根県益田市）に勤務。

➢ 富山県、福井県、島根県、岡山県、秋田県等で農村RMOの伴走支援に従事。

➢ 島根県邑南町と埼玉県杉戸町の二地域居住。



イントロダクション（A町）



〇 A町B集落（89世帯、人口219人）の将来人口予測

5年間で10％、10年間で18％高齢化率が増加！



高齢化率の急激な上昇の理由は、60～69歳人口が多いため。

2029年には、高齢化率50％を超え、限界集落化？



集落の農地を誰が守るか（島根県邑南町）





出羽地区の法人集積地と個人耕作地の耕作者の年齢



守るべき農地をどのように決めるか？
（岡山県真庭市吉地区）





➢ 「粗放管理する農地」はどこ？



➢ 担い手への集積・集約が困難な農地を粗放的に管理（農林水産省「農村RMO」）

➢ 人口減少や財政制約が継続する中で，全ての土地に労力や費用を投下し管理するこ
とは困難（国土交通省「国土の管理構想」）

経済合理性以外にも「維持する農地」と「粗放管理する農地」を区分す
る基準はあるのではないか？

＊ 経済合理性だけだと、一方的な撤退にならないか？

＊ 集落営農が考える「守るべき農地」と、農業法人が考える「引き受
ける農地」は違う。

この考えに従えば、「入道池」を廃止し、入道池の受益地を粗放作物
の作付け地にするのが合理的。



長期的な土地利用の在り方に関する研究会（第5回資料・R2.12.18）

「温暖化で、平野部にいたトンボが吉集落にも上がってきている。止水域で生息し、
移動範囲が狭いトンボは、連続するため池が存在するからこそ、吉集落に避難でき
るのではないか？（真庭市の自然保護観察員）



入道池には、ブラックバスしか
いないのか？

それとも希少生物がいるのか？

最先端の「環境DNA」技術と、
かいぼり調査を比較したら、結
果に違いが出るのか？



真庭市にカルデラ湖が出現



地元の方が、21日
間かけて池の水を
抜いてくれた。



岡山理科大学学生と地元の小中高校生により生き物を採集



雨の中、ずぶぬれになりながら、採集



池の周りから見ていた親子も池の中に入り出した。



採集した生き物を同定



採集した生き物の発表会



ドジョウ



ウシガエル？



ジャンボタニシではなく、〇〇タニシ？（岡山県絶滅危惧Ⅱ類）

古来全国的にごく普通に見られ，マルタニシともども一般に広く親しまれた普通種で
あったが，戦後の低地の開発や稲作放棄等に伴う棲息環境の消失や排水・農薬等によ
る水質汚染に代表される複合的要因によって急減し，多産する場所は少なくなった。

「岡山県レッドデータブック2020」



神戸大学の大学院生を先生に環境DNAの学習会



水路の水を１リットル採取



岩坪池の水も採取。



◆ため池は、農村RMOメンバーの思い出の場所だった。

➢50年間池の水を抜いたことがなかった。
➢コイやフナを釣って遊んだ。
➢エビを素揚げにして食べた。サワガニもおいしかった。
➢ため池で泳いだ。
➢石投げをした。

◆農薬が流入しない山上のため池は、生物多様性の宝庫なのでは
ないか？

◆生き物好きの若者との交流の場となった。

無用の長物として扱おうとしていた「ため池」は、地域資
源になり得るのではないか？



RMOは地域の構造をどのように変えるか？
（富山県立山町釜ヶ渕地区）

➢ 富山県の県・市町村職員の研修として、農村RMOの先行事例である「釜ヶ渕み
らい協議会」を事例解剖。

・ ５年間で地域はどのように変わったのか？

・ その変化に、地域住民、移住者、役場職員等がどのようにかかわったのか？





集落の荒廃農地を活用したコミュニティガーデン

写真：わがまちふるさと創生HPより転載



農協倉庫跡を活用した食堂・交流施設

写真：わがまちふるさと創生HPより転載

✓ 施設の備品は地域住民が持ち込み。

✓ 昼間からビール、カラオケ。

✓ 社協の活動場所は公民館の２階か
ら、平屋の釜の蔵に移転。



新規就農者が開設した「白雪農園」



ポニーが荒廃農地の草を食べる。自然農法のお米。



古民家を改修した「宿坊立山」。



農村RMOの活動にどんな人が関わってきたのかをヒアリングし、まとめる。



釜ヶ渕の４年間の発展過程を各グループから発表。



地域の人口減の要因、人口増のための町の施策を地図に落とす。



４年前（農村RMOの取組前）の地域の関係図。



現在の地域の関係図。



多面組織の空
白エリア

➢ 多面的機能支払いは農政の課題だと思っていた。
➢ だが、農村RMOに取り組む中で、地域の人と人のつながりを再構築するための手
段であり、財源であると気が付いた。
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